






























ながる最初の絆であった。2012 年 3 月のニュー
スレターに避難者宅への訪問活動の募集情報が
あり、興味を持ち応募した。無事、とちぎ暮ら







長、故・黒田裕子氏（2014 年 9 月死去）の講










































































































































あり、2 月の FSP 主催の交流会も、全面的に企
画を受け入れて下さり、尾谷恒治弁護士による
「子ども・被災者支援法」の学習会 ⁴ を開催で



















































































月　　日 開催場所 内　　容 全参加者
6月3日 母の会ブログ開始
6月14日 栃木県民イベントのとちぎ暮らし応援会ブースにて飲食提供
7月5日 宇都宮市 キックオフミーティング　演題「原発事故と女性たち」講師　清水奈名子氏　　 30名
9月19日 那須塩原市 ざっくばらん（おしゃべり）交流会　　 26名
10月14日  栃木市 かご作り交流会　　講師　鈴木奈津子氏 12名
11月8日  栃木市 演題「水俣から福島を考える」講師　阪本公美子氏　　　　　　 14名
11月22日 宇都宮市 役員向けＩＴ講習会　　講師　鈴木聡恋氏 5名
12月13日 宇都宮市 演題　「福島復興を語る」　講師　小川篤氏 24名
12月8日～22日 宇都宮市 サンタクロースアカデミー　宇都宮市社協共催講師　井上慶子氏、小峰和子氏、大山香 55名
1月24日 宇都宮市 ミニ交流会 3名
2月20日 小山市 ミニ交流会 4名
2月26日 那須塩原市 簡単体操　講師　長岡仁子氏 23名
































































































月　　日 開催場所 内　　容 全参加者
6月3日 宇都宮市 とちぎ市町社協災害支援担当者連絡会講演講師　半谷八重子氏、大山香





10月3日 宇都宮市 ネイル講座、ストレスケア講師　田村裕子氏、帆苅壮明氏 14名
10月9日 下野市 あじさい会と合同交流会（県北県南避難者合流） 14名




12月3日 益子町 福島を知る・つながる　講演など講師　小峰和子氏、藤田大氏、内田啓子氏 約50名
12月12日 宇都宮市 クリスマス会　音楽演奏　Cheka、イワサキカズヒロ 20名
12月7日～20日 宇都宮市 サンタクロースアカデミー　宇都宮市社協共催　　　　　講師　半谷八重子氏、大山香　 30名

























































































































































































































2013 年 12 月 15 日に行われた宇都宮大学国
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Ⅱ　活動報告
際学部附属多文化公共圏センター主催「原発事
故による栃木県内への避難者、栃木県北の乳
幼児保護者アンケート報告会」では、第二部
のパネル・ディスカッション ⁶ にパネラーの一
人として登壇させて頂いた。当日は、避難者
側の発言の機会を頂けたことでそれなりの意
気込みもあった。しかし、いざ、本番を迎え
ると、思いだけが先行し本当に伝えたいこと
を伝えられないまま不本意な結果に終わって
しまった。自分の力はそれまでだと言い聞か
せる一方で、悔しさが心に疼いていた。そん
な時、役員の内田啓子氏（以下内田氏）が、
自身のフェイスブックに投稿した記事に目が止
まった。そこには、筆者と同じように震災の被
害にあい、今まで社会を片眼でしか見ていな
かったが、両目で見るようになったこと、社会
に対する見方が大きく変わったことの心情が
吐露されていた。そして政治は「おじさん」
達のものではなく、「おじさん」達が作った借
金ばかり残った世界を支え支払わされるのは、
まぎれもなく自分の子ども達であり、原発事故
がもたらした問題を一緒に考えて欲しいと言う
切実な思いが書かれてあった。それは、筆者の
心情そのままであった。この記事がきっかけと
なり、当初の決意を思い出した。その思いは、
歴史に埋没されることへの抵抗感と、我々の真
実を何としても社会に浮かび上がらせたいとい
う明確な執念に変わった。そして、記事を書い
てくれた内田氏を誘って、発足以来、活動を下
支えしてくれていた FSP の阪本先生、清水先
生、匂坂氏に、証言集の助言を仰ぐため大学を
訪れた。
本来は、自分達で証言集を書きたいと考えて
いたが、先生達の専門分野ということもあり協
力して頂けることになった。数人の訪問聞き取
りを許可してくれる避難者を探した。避難者に
思い出したくもない体験を語ってもらうことの
ためらいもあったが、未来世代のために役立て
ることを目的として、人間関係がある避難者に
意図を説明した。避難元が一つの町に固まらな
いことや聞き取りのために訪問する避難先住所
も考慮に入れた。思いのほかスムーズに事は進
み、意思を確認して後、編集委員の大学の先生
やスタッフをお連れし正式な聞き取りが始まっ
た。
初めは、多忙を極める先生達の時間をさいて
しまうことへの恐れもあり躊躇する気持ちも
あったが、一人の編集作業を終了したあたりか
ら、清水先生の圧倒されるほどの熱意を感じる
ようになった。後日談ではあるが、筆者が最初
にお連れした避難者の声を聞き「何としても
記録に残さなければならないと思いを強くし
た」と話された。このような感性を持ち行動に
結びつく先生の協力を得たことも幸運なこと
だった。
編集会議では文字起こしした原稿を削る作業
をしたが、文章だけではわからない話し手の心
情などを共有する場面もあった。内田氏の熱心
な読み込みによる指摘や、阪本先生の大きな思
いやり、匂坂氏の細やかな調整能力に支えら
れ、あたたかい空気の中で作業は進んでいっ
た。閉ざされた空間で話していた避難者同士の
話を、避難者でない先生達に真剣に聞いてもら
えることで救われる思いがしたし、話す側も嬉
しかったに違いない。気を遣わず、自由に話せ
図5　打ち合わせの様子　2015.1.9
6 『福島乳幼児・妊産婦支援プロジェクト報告書』（2013年
4月～2014年2月）27頁。
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るさりげない雰囲気が不可欠だった。
春に打ち合わせが始まって、約 10 回の編集
会議が行われ、年度最後の 3/1 に、宇都宮大学
で FSP と共催で証言集完成報告会が開催でき
た。発表会直前の2/26に、大学で発送作業を行っ
た。受け取った方の第一の感想として、証言集
を一気読みしたという声が多く、避難者も他人
の記事を読んで、表現は違っているが考えてい
ることは一緒だったとの感想も寄せられた。報
告会の様子は栃木テレビ、ＮＨＫとちぎ 640 で
も放送され、翌日のほとんどの新聞の栃木県版
に大きく掲載されていた。さらに、今年（2015
年）の 3.11 の下野新聞の論説欄に私ども母の
会のことと、証言集「原発避難を語る」が掲載
されていたことに、驚きを隠せなかった。
下野新聞は栃木県内で購読者が一番多い新聞
である。清水先生によると、同じ論説欄に脱原
子力に舵を切るべきとの記事が書かれていた
が、ここまで踏み込んだ社説は全国紙では、見
られなかったそうである。
この年の秋には私ども母の会の白河交流会で
清水先生が来て話しをして下さったり、翌週に
は、宇都宮大学のシンポジウムで筆者が話をさ
せて頂くなど、一緒の作業が続いた時に、先生
が何気なく「こうして社会をつくっているんだ
よね」と漏らしたことがあった。
言葉が社会を創る。大学の先生と、自分達の
求める社会を一生懸命に語り、一緒になって話
題にし、言葉にすることを積み重ねて、社会に
影響を与えることができたのである。避難して
来た母達は、主婦としての日常生活で交わされ
る会話以外に、社会や政治、経済のことなど
率直に真面目に語りたいと思い、語り合える
「人」と「場」を欲していた。そして、身近に
話せる機会がないことは、大変苦痛であると感
じ、大学に行って、話を聞いてもらい、心が晴
れ晴れすると語る主婦も存在した。事故前まで
は大勢側から見ていた社会を、事故後は被害者
側から見えるように変わっていったのである。
女性は（人は）、真理と本質を求め、素人であっ
てもより良い社会を築いていくために意見交換
ができることは喜びなのである。子供を守る母
性もあるのか、人の命が大切に扱われる社会を
本気で求めている。
我々が単独で証言集を作成していたら、これ
だけ多くのメディアに取り上げてもらえなかっ
たし、学術的価値も生まれなかったと思う。し
かし、FSP と共同で作成し、多くの方に関心を
持って頂く機会を持てたことは光栄な出来事と
なった。
３）地域への愛着と感謝の芽生え
活動を始めたころは怒りや悲しみ、無念が強
く、福島から送電される電気で生活しているの
に原発事故に無関心な市民に不満もあった。し
かし、大学や社会福祉協議会を始め、地域の人々
に、我々の言葉を何度も伝え、受けとめてもら
えたおかげで、心が随分浄化されることになっ
た。活動に没頭している間にいつのまにか我が
図6　証言集「原発避難を語る」 図7　証言集の発送作業手伝い　2015.2.26
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家の子ども達も大きくなっており、小学校の先
生達には言いようのないあたたかさを感じてい
る。また、助成金を頂き活動できたことで、今
になって無数の人々の無言の連帯に包まれてい
たと知り、恩返しの気持ちも生まれてきた。
おわりに
立ち上げ当初は、皆で連帯し、声をあげてい
けば、我々の希望も認められ、国の方針も変え
ることができるかもしれないという期待があっ
た。この間、広域避難当事者団体、支援者と連
携をし、共通意見を提出してもらったり、みん
なで署名をしたり、パブリックコメントも提出
してきた。自主避難者の高速道路の無料や、み
なし仮設住宅の延長など一部において認められ
た部分もあったが、労力のわりには、認めても
らえないことの方が大きいと諦めざるを得ない
現実に直面することになった。
しかし、これもまた貴重な体験だったかもし
れない。今の恵まれた平和な生活も決して、安
易に成立しているわけではない。先人の命を懸
けた苦闘と犠牲があって、社会は進歩し続けて
きた。
そして今度は自分達がその出番である。3 度
目の核被害を起こしてしまった私たち大人は子
供達へ必ず良い社会を託す役割がまわってきて
いると思うのである。家庭においても社会にお
いても、陰で支えている人が一番大切にされる
発想が必要である。家庭では母親、社会では食
を支える農家のような存在である。残念なが
ら、福島の原発事故周辺地域には、気が滅入る
ほど圧倒的なフレコンバッグの山が町の一定の
面積を占めるようになった。最終処分方法も決
められていないままに、国民の税金が、湯水の
ごとく、除染事業に投入され、フレコンバッグ
は日々増加している。
こんな絶望的な状況だからこそ、わずかでも
希望を紡いでいくことが、原発事故に直面した
大人の責任だと考えている。働いて納める私達
の税金は尊いものである。お金に血が通ってお
り、もっと敬意も払って未来世代に借金を残さ
ず扱って欲しい。莫大な借金を残すことに腐心
する親などどこにもいない。
母の会のような有志的活動は、「思い」によっ
て成り立つ活動であるが、避難者の意見が反映
されない状況や、経済基盤の弱さ、自分達の生
活再建を考えると、これまでに行っていたよう
な精力的な活動は難しいと考えている。今年に
入って、早期の生活再建、旧警戒区域でさえ帰
還を促す方針が明確になった。そして事故から
丸四年が経過し、原発の再稼働も始まった。
避難当初は、みなし仮設住宅の提供が 2 年間
とされ、借上げが切れたら帰還すると考えてい
た。しかし、これまで 3 回の延長が発表され、
生活も馴染んでいる。
一方で、諦めと無力が充満し、困難の中で生
活している人がほとんどである。
私達にとって、自分達の体験が今後の社会で
活かされるのであれば、それが希望に繋がる。
また、現状では国の方針を変えることはできな
くても、真実を伝える関係者や関心のある人が
繋がっていくことに、希望があると知った。
これまでの活動は、鈴木奈津子氏、柳沼真由美
氏、阿部香織氏、斉藤あさみ氏、内田啓子氏が
役員として支えてくれた。名前を挙げればきり
がないので割愛させて頂くが、避難者同士の交
流は、生きる上での励みであり生活に組み込ま
れつつある。栃木に避難して構築できた繋がり
を基に、これからも、諦めないで普通の暮ら
しと命を一番に重視する社会を築いていきた
い。そして真実を語り続ける人達の連帯が拡大
し、その言葉が必ず社会に根付いて、いつか、
統治者側の歴史ではなく、市民側の真実も社会
の歴史として記録される時代が到来することを
願い、ひとまず愚筆のペンを置くことにする。
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謝辞
母の会活動を支援してくれた避難者を始
め、全ての関係機関、支援者、なかんずく、
FSP メンバーで直接的に関わって下さった大学
関係者の阪本公美子先生、清水奈名子先生、髙
橋若菜先生、匂坂宏枝氏に心から感謝を申し上
げたい。
思い出せばそれぞれの先生達は、我々の身勝
手で一方的な悩みや未熟な考えも、いつも受容
の姿勢で聞き入れて下さった。阪本先生には水
俣病受難者のみなさんと繋がる機会を 3 年間毎
年作って頂くなど、活動に有意な教育の機会を
与えて下さった。清水先生には疎外感のあった
我々の要望を復興庁へ提出するなど全面的に
避難者側の視点にたった活動をされてこられ
た。そして先生達には、こちらの求めに応じて
手を差し伸べ引き上げて頂いた。その存在に大
きく支えられての私達の活動だった。そして、
これが終わりでなく始まりであることを願って
いる。また、今回の母の会の記録の作成にあたっ
ては、避難者である半谷八重子氏に助言を、
国際学部教授　丁貴連教員にも甚深のご指導を
賜った。深く感謝申し上げます。
最後に栃木避難者母の会の活動は、2013 年
度に栃木県共同募金会「日韓共同募金会　東日
本大震災救援プロジェクト」、後期よりふくし
ま帰還支援事業（県外避難者支援事業）の助成
金の支援を受け活動ができました。2014 年度
はふくしま帰還支援事業、後期に中央ろうきん
社会貢献基金×東日本大震災支援全国ネット
ワークによる広域避難者地域活動サポートの助
成金の支援を受け活動ができました。関係者の
皆様に深く感謝を申し上げます。
